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１ はじめに 

 地下水の利用や土地利用，また地質災害対策におい

ては，それらを左右する前提となる，その地域の地質

構造を知る必要がある。しかし地質を直接観察できる

場は非常に少ない。深層の構造については，国や大学

等で広域の物理探査が行われ，推定がなされており，

長周期地震動の地域特性の解明が進んできている面も

あるが，地下水の流動や液状化対策を検討する浅層の

構造，とくに平野部での沖積層，埋立層の３次元分布

の解明はまだまだ不十分である。このような浅層では，

建築や土木工事をはじめとする各種ボーリング調査の

データが存在し，地下構造を推定することができるが，

正確な断面図を作成するには，データが多数必要であ

る。 
幕張幕張から稲毛海岸は，既存ボーリング調査の密

度が高く，一部のコア資料を確認することにより，詳

細な構造を把握することができると考えられる。この

ため，これまでに蓄積した地質柱状図データベースを

もとに，幕張埋立地周辺の地質断面図の作成を進めて

おり，沖積層の分布について、2006 年から 2009 年に

かけて検討した結果を報告する。 
 
２ 海浜幕張地区の地下地質の概要 

 本地域は1949年から1980年までに埋立てられた地

域であるが，その大部分は 1973 年以降に埋立てが行

われている。これらの開発工事に伴う地質調査資料か

ら，千葉県開発庁による沖積基底等高線図 1)，地質調

査所特殊地質図 2)が作成されている。これらによれば，

本地域の沖積層基底の深度は，海岸線でAP-20 メート

ルより深く，西側にAP-40 メートル以深の谷が存在し

ている。本研究では，その後の開発による調査資料を

加え，地質断面図を作成することにより，地質の連続

性を考慮して地質構造を検討している。ここでみられ

る地質構造の概要としては，洪積層中の谷埋め構造，

洪積層が浸食された谷部に沖積の砂泥が堆積し，さら

に浸食・堆積が繰り返している様子が読み取れる。沖

積層基底と考えられる谷は，現在の河川の延長上に存

在し，当地域内で最大のものは，現在の海岸付近で深

さ標高－30 メートルを越えており，前述の地質図や千

葉県開発局，千葉県葛南開発工事事務所による断面図

3), 4)と一致する。また，埋立層については，埋立て前の

海底面が標高－5 メートル付近であり，地域の大部分

は 10 メートル程の厚さとなっている。 
これらの結果より，当地域の地質構造は，下部より

泥層を挟む更新統（最終氷期堆積層），これが浸食され

た谷（最深部で標高－30 メートルより深い）を沖積層

が埋めており，沖積層中の構造は場所による違いはあ

るが，河床性の砂あるいは湿地性の腐植物の上に，海

進による泥が堆積し，更にゆるい砂が覆っている様子

が見られる。 
 
３ 問題点と課題 

 直接地層をみることができない低地部の地下地質を

知る上で，既存のボーリング資料は有用である。しか

しそれらの多くは，建築関連の調査であるため，ペネ

資料のみの採取になっており，記載されている情報量

も少い。したがって堆積構造の検討に際しては，推測

による判断となっているが，地質調査ボーリングの資

料を確認し，精度を上げていく必要がある。 
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